
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南丹市 

２０２３（令和５）年１月
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（１）実施概要 

情報化推進に関する市民アンケートを下記概要で実施しました。 

調査期間：２０２２（令和４）年１１月１１日～２０２２（令和４）年１２月３１日 

調査対象：南丹市在住の市民（職員含む） 

調査方法：オンラインアンケート及びアンケート用紙 

回答者数：３７０人 

 

【回答者の年代別内訳】 回答者数：３７０件 

 

 

【回答者の職業別内訳】 回答者数：３７０件 
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（２）アンケート結果 

ア スマートフォン保有とインターネットの利用について 

スマートフォンの保有率については、回答者のうち９３．２％がスマートフォンを保有している

ことが分かりました。 

自宅などでWi-Fi・スマートフォンなどインターネットに接続できる環境がある方は９１．３％

となり、多くの世帯でインターネットサービスを受けられる環境であることが分かります。 

 

【スマートフォン保有状況】   【インターネット接続環境】 

回答者数：３６８人       回答者数：３６６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットの利用頻度は、「ほぼ毎日」の回答が７８．９％と最も多く、「ほぼ利用しない」と

回答した方は１１．６％となり、多くの方がインターネットを利用していることが分かります。 

 

【インターネットの利用頻度】 回答者数：３６１人 

 



3 

イ インターネット利用機器について 

インターネットの利用機器調査の回答では、スマートフォンが最も多く３２5件となり、回答者

の９５％がスマートフォンからインターネットを利用していることが分かりました。 

次いでパソコンの２２２件でした。 

 

【インターネットの利用機器】   回答者数：３４２人（複数回答あり） 

 

  

11件 

76件 

111件 

222件 

325件 

その他 

ケーブルテレビ 

タブレット 

パソコン 

スマートフォン 
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ウ インターネットの利用目的について 

インターネットの利用目的は、「ＳＮＳの利用」と「情報検索」が２５９件と最も多く、「ニュースサ

イト・天気予報」や「地図・交通情報の提供サービス」のような生活にかかわる情報の取得をして

いることが分かります。また、「電子メールの送受信」や「YouTube、ニコニコ動画などの閲覧

や投稿」といったサービスも多くの方が日常的に利用していることが分かります。 

 

【インターネットの利用目的】   回答者数：3３３人（複数回答あり） 

 

  

15件 

43件 

62件 

65件 

71件 

72件 

78件 

89件 

127件 

175件 

182件 

217件 

231件 

259件 

259件 

その他 

電子政府・電子自治体の利用 

（電子申請・電子申告・電子入札） 

Zoomなどビデオ通話 

クイズ・懸賞応募・アンケート回答 

オンラインゲーム 

インターネットオークション・フリマアプリ 

銀行、証券、保険取引など 

音楽や映像などデジタルコンテンツの購入 

ホームページ・ブログの閲覧・書き込み 

Youtube、ニコニコ動画などの閲覧や投稿 

地図・交通情報の提供サービス 

電子メールの送受信 

ニュースサイト・天気予報 

情報検索 

LINE,Facebook、InstagramなどSNS 
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インターネットの利用目的では「情報検索」と「ＳＮＳの利用」が最も多い結果でしたが、利用す

るＳＮＳの内訳は次のとおりでした。 

ＬＩＮＥの利用が最も多く、２９８件で回答者の９割を超えています。次いで YouTubeの利用

が、２２７件という結果となっています。 

 

【インターネットの利用目的】   回答者数：３２１人（複数回答あり） 

 

  

29件 

110件 

129件 

146件 

228件 

298件 

TikTok

Twitter

Facebook

Instagram

YouTube

LINE
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エ 市の情報取得について 

市の情報を入手する手段について質問したところ「市の広報紙（お知らせなんたん）」が最も

多く、次いで「市の公式ＬＩＮＥ」や「市の公式ホームページ」となっており、インターネットを利用し

た情報の取得率も高い状況です。 

 

【市の情報取得手段】   回答者数：3３９人（複数回答あり） 

 

  

1件 

19件 

21件 

29件 

36件 

58件 

59件 

64件 

73件 

117件 

158件 

217件 

285件 

知る方法がない 

市、地域、団体以外のホームページや 

ソーシャルメディアなどの情報 

市の公式Facebook 

市役所や公共施設などの窓口に直接出向く 

市役所や公共施設などに電話で問い合わせ 

ポスター、チラシ、看板 

テレビやラジオ 

新聞、雑誌などの印刷物 

家族、友人、知人からの口コミ 

自治会の回覧板 

市の公式ホームページ 

市の公式LINE 

市の広報紙（お知らせなんたん） 
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オ 市への問合せ等の方法 

市民が行政手続きや市への問合せ、相談を行う際の方法は、市役所等の「窓口に直接出向く」

が最も多く、回答者のうち７８．８％となりました。次いで「電話」での問合せが多く５４．６％とな

りました。 

 

【市の情報取得手段】   回答者数：33５人（複数回答あり） 

 

 

カ 情報化への関心度 

市の情報化に対する関心度は「ある」が3９．２％、「とてもある」が２７．７％と合わせて7割近

くの市民が情報化に関して興味を持っていることが分かりました。 

 

【情報化への関心】   回答者数：３３２人 

  

4件 

7件 

25件 

37件 

183件 

264件 

市役所や公共施設などにファックス 

その他 

市役所や公共施設などに郵送 

市役所や公共施設などに電子メール 

市役所や公共施設などに電話 

市役所や公共施設などの窓口に直接出向く 
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ク 情報化への満足度 

満足度については「満足している」が８．２％、「やや満足している」が 21．３％で、３割を下回

る結果となりました。また「どちらでもない」は、4７．８％と約半数を占めており、多くの方に情

報化による利便性向上などが感じていただけていない状況です。 

 

【情報化の満足度】   回答者数：３４３人 

 

 

 

市民アンケートと総務省が２０２０（令和２）年に実施した「国民のインターネット利用動向調

査」の結果を比較すると、情報通信機器の保有状況や利用内容に大きな差はなく、南丹市は全

国平均的であることが分かりました。 

その他、市への相談や問合せ手段が、市役所等に市民が直接出向く、若しくは電話で行って

いることが大半を占めていることが分かりました。今後は来庁せずに 24時間対応可能なＡＩチ

ャットボットの導入や行政手続きのオンライン化の検討を進めるなど、市民の皆様の生活に直結

し、ダイレクトに情報化のメリットを感じていただける取組みを推進します。 
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ケ 情報化において重要だと思う分野 

市の情報化推進で重要と思われる分野についての質問をした結果、「防災分野」が最も多く、

「医療・福祉分野」と続き、この２分野への関心が高いことが分かります。また、子育てや教育分

野と回答した方も多く、子育て環境へのＩＣＴ活用の期待も高まっていることが分かります。 

 

【情報化において重要だと思う分野】   回答者数：３３４人（複数回答あり） 

  

12件 

12件 

22件 

58件 

67件 

85件 

96件 

111件 

119件 

136件 

226件 

229件 

なし 

その他 

公園分野 

産業分野 

農林業分野 

観光分野 

電子行政分野 

交通分野 

教育分野 

子育て分野 

医療・福祉分野 

防災分野 
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コ 分野別の情報化への要望 

分野ごとに実現してほしいサービスについての回答結果は次のとおりでした。 

「情報化において重要だと思う分野」の回答が多い順に記載します。 

【防災分野】 

回答者数：３１５人（複数回答あり） 

 

【医療・福祉分野】 

回答者数：３１３人（複数回答あり） 

 

  

16件 

38件 

135件 

158件 

181件 

189件 

237件 

その他 

ＶＲ（Virtual Reality）などを 

活用して災害体験ができる 

被災された人の情報を効率的に管理することで、 

支援手続きなどの申請が円滑にできる 

避難者の情報を活用し、必要な医薬品や 

医師・介護職員などを迅速に送り込むことができる 

観測網の整備や過去の災害に関する情報などを 

もとに、詳細な災害予測・被害予測ができる 

避難所の情報を共有でき、不足する 

物資を効率的に供給することができる 

地域ごとの予測を含む災害情報を 

リアルタイムで知ることができる 

17件 

119件 

149件 

177件 

244件 

その他 

アプリ等を活用して、日常生活において自分の体重や

血圧、活動量（歩数）などのデータを記録し、個々に応

じた健康づくりのアドバイスが受けられる 

高齢者の安否を遠方などの家族が確認できる 

オンライン診療・健康相談などを在宅で受けられる 

病院・薬局・介護施設などで、自分の診療やケアなどに

必要な情報が、本人の同意のもとで共有され、どの施

設でも適切な処置が受けられる 
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【子育て分野】 

回答者数：２７２人（複数回答あり） 

 

 

【教育分野】 

回答者数：２６３人（複数回答あり） 

 

  

24件 

74件 

120件 

130件 

136件 

その他 

ＧＰＳ端末などを活用して、子どもの所在を 

スマートフォンなどで確認することができる 

子育てに関する相談を、電子メールや 

スマートフォンアプリなどで行うことができる 

地域で活動する子育てサークルや地域の安全な 

遊び場など、地域別の子育て支援情報が受けられる 

ケース別・年齢別に利用できる制度や 

サービスが自動的に配信されてくる 

26件 

89件 

92件 

108件 

112件 

143件 

その他 

デジタル化した歴史的文化財や博物館などの 

展示品をスマートフォンなどで見ることができる 

児童生徒の学習情報などが共有、分析される 

ことにより、個人に対し効果的な教育を実現 … 

ＡＩドリル等による一人ひとりの個性に合わせた 

個性を伸ばす教育を受けることができる 

オンラインでの授業により 

在宅で授業を受けることができる 

電子図書館が整備され、読みたい本を 

好きなタイミングで、パソコンやスマート … 
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【交通分野】 

回答者数：３１８人（複数回答あり） 

 

 

【電子行政分野】 

回答者数：３０５人（複数回答あり） 

  

13件 

86件 

107件 

145件 

267件 

その他 

センサーなどを活用し、自分の居場所がすぐ分かり、 

行きたい場所へ迷わず行けるようになる 

ＩＣＴの発展により、自動運転や無人運転が実現する 

バスなどの公共交通がどこを走っているかを 

スマートフォンなどで知ることができる 

高齢者などが運転免許証を返納しても、最適な 

時間・場所で交通サービスを利用することができる 

16件 

43件 

78件 

92件 

142件 

183件 

205件 

207件 

224件 

その他 

ビデオ通話を使った問い合わせができる 

（Zoomなど） 

問い合わせをインターネットの 

チャットボット（自動応答）からできる 

自治体などから自分にぴったりの 

サービスに関する情報が受けられる 

結婚・出産・子育て・就職・退職などのライフ 

イベントにかかる手続きが、ワンストップで 

できる（１箇所で関係する手続きが完了する） 

手続の際に住民票などの添付 

書類を提出する必要がなくなる 

申請書や届出書を手書きしないで手続きができる 

自宅にいながらパソコンやスマートフォンなどで 

申請手続・手数料等支払いができる 

手続きに行く前に手続きに必要な 

書類や手続場所を知ることができる 
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【観光分野】 

回答者数：２７４人（複数回答あり） 

 

 

【農林業分野】 

回答者数：２９１人（複数回答あり） 

 

  

19件 

60件 

77件 

89件 

105件 

105件 

129件 

その他 

VRなどを活用して観光地を観光することができる 

観光客の移動や購買などのデータを活用して、 

新たなビジネスチャンスの機会がわかる 

観光客の口コミなどから、人気のある 

観光地情報が自動的に配信されてくる 

スマートフォンなどでお土産を購入することができる 

自動翻訳機能などを利用して、言語を 

気にせず外国人観光客と会話ができる 

観光地などの混雑状況がリアルタイム 

で配信され、スムーズに観光ができる 

21件 

88件 

134件 

135件 

139件 

162件 

その他 

販売量や販売価格がリアルタイムで把握でき、 

農作物の需要に応じた供給が可能となる 

使用された肥料や農薬などの情報を確認でき、 

安全・安心な農作物を購入することができる 

ドローンや農業機械の自動化などの普及 

により、農作業の際の負担が軽減される 

気温・湿度などの気象情報や、農作物の生育情報など 

から、最適なタイミングで施肥や収穫などができる 

有害鳥獣対策がＩＣＴ等を活用して実施される 
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【産業分野】 

回答者数：２５８人（複数回答あり） 

 

 

分野別のニーズ調査では、防災分野と医療・福祉分野に関心やニーズが高いことが分かりま

した。また、「実現して欲しいサービス」の内容を見ていくと、高齢者をサポートするための情報

化推進ニーズが高く、全国的な課題でもある高齢化に対するＩＣＴによる対応の重要性をあらた

めて認識することができます。 

電子行政に関しても、行政手続きを便利にして欲しいという声が多く、本市の広さや交通の

不便さが影響しているものだと考えます。 

アンケートの回答が多いものは、市民の皆様が課題だと感じることでもあるため、情報化を

推進するうえでの参考情報とさせていただきます。 

 

 

 

 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

22件 

79件 

90件 

92件 

109件 

126件 

その他 

ＩＣＴを事業に活用する方法を 

気軽に学ぶことができる 

行政の所持している情報（個人情報を 

除く）を企業活動に自由に利用できる 

ＩＣＴを活用して、事業者同士や大学等研究機関等 

との繋がり・ネットワークを構築できる 

ＩＣＴを活用して、市外企業のサテライトオフィス 

が設置される（働く場と移住者が増加する） 

熟練した職人の技術を記録し、若い職人に 

その技術を分かりやすく引き継ぐことができる 


